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水稲におけるワンショット栽培について

1.はじめに

米需給事情については， n百平J]62年度の水m農業確立対
策事業，吏には11百平1163年度の米需給均衡化緊急対策が実

施され必死の生産調整や米消費J広大策がとられはしてい
るものの飽食時代での米離れ，消費減退傾向は緩和され

ず，需給ギャップは拡大されつつある。

昭和59年度の第三期水|壬l利用再編対策での他用途利用

米制度については，二段米側として生産者に強い反発が

あったものの，昭和61年度米価据置き， 31年ぶりに引き

下げられた昭和62年度米価，更に昨年の連続引き下げと

いう一連の米価の動きで最近では常軌化された感がしな

いでもない。

また，わが国の米生産費は，米国の5倍とも 7倍とも

いわれ，農産物輸入自由化とともに，内外価格差の下で

土地利用型農産物の低コスト化，生産性向上による体質

強化が強く要求されてきた。

熊本県竜北農業協同組合

指導販売課長 松本敏春
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こうした内外の厳しい環境の中で，コスト低減を図る 400haが造成され， 1区画2haに整備された純農村地帯
には，外的要因に左右されることが多いが，農業経営と である。気候は温暖で，年平均気温16.40C，年日照時間
りわけ稲作経営の維持安定のためコスト低減は，必須条 2，293時間，降水量1，766mm，初霜11月15日晩霜3月25
件であり，生産者自ら積極的に取組み自助努力しなけれ 日，降雪3'"'"'5日で根雪の被害はない。
ばならない時期をむかえていると思われる。 土壌は海成沖積土壌，壌土及び砂壌土からなり，農業
そこで，当地における省力，低コスト稲作への取組み は，水田利用の米，麦，いぐさを基幹として飼料作を組
の一端を紹介させていただき，御意見，御助言を拝する み合せた大型機械化一貫体系による土地利用型農業が営
ことができれば，幸に存じます。

2.地域の概況
竜北町は，熊本県の中部，八代平野の北部に位置し，

平坦な水団地帯と山麓の丘陵地とからなり，総面積23.38

km2で1，500分の lの緩勾配をなしている。

まれている。

表 2-1 規模別農家数

当不知火干拓は，竜北町の中でも，西の不知火海に面 当地区は，竜北農協を中心に大型農業経営が行なわ
し，昭和26年7月から昭和42年9月まで， 17年余の歳月 れ，稲作を主軸とした近代化農業を目途に生産組織が結
をかけて完工した新開地であり，総面積528haうち水田 成され，一戸当りの配分面積は 4ha(入植当初)， 1筆
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図 2-2 昭和 62年度販売内訳
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表 2-2

「

事業等の名称 実施 導入I!械施設名、土地基盤整備 t首造規模 事業鼠
年度 集団育成等の内容 能力等

米麦生産流通合理化 250l X 8 

モデルアラント事業 43 カントリーエレ ρえーター 70 X 3 2.370l 

40 X 4 

U量減化集団統治促進 大型コンパイン 刈悩4.h 3台

tJi業 43 ウインドロウ

トラクター 11 

支生産対策事業 43 大型コンパイン メ1)編4.7・ 2台

4.5 3 

米交生産流通合理化 45 カントリーエレハミーター 一式

モデルプラント事業 乾燥惚等噌設

高能率米麦作flll也 50 ドライストアー貯留ビン 樋械一式 700l 

fl成対策事業 50l X 14ビ了ン

トー

営農条件軍軍備対日匝 大型トレンチャー 42ps 2台

事業 52 

変等大綱侠乾燥緒設 54 1長jJfじん設置 一式

笠倫事業 ilb圧式局おろし裟遣

i誌位生産営E堅持)JII 59 パヲ出荷施設 10lX 6 70l 

促進対策事業 5 X 2 

乾員長施設 17.5t ヨ基

fR作創科作物流通 55 水町平11m再編対療による lJt樋A家水圧! 55 33 ha 

促進パイロット事業 ~57 の転作飼斜作物を奇麗 A~ぷ等へ広域的 56 52 

(ソフト) な流通体制、有効利用体制を盤備する 57 66 

稲わら等未利用資源 57 補わら等未利用資源の有効活用を図る 57 149ha 

~通促進事業 (17 ト) ~58 ため、組織的な採集、給自主を行なう 58 154 

飼料生産手1I周効率化 57 刈取り栂 反転集草11 11械一式 3 5台
事業 ~59 梱包繍 トレンチャー s 

飼料作物流通促進 59 飼料作物流通の鈴旋

事業 ~61 

農業概級銀行育成 61 農業磁械作業の仲介、申書肢

以来 ~63 

の而積も 2ba，で、大型機械が駆使で、

きる条件を整えている。

農業近代化への農家の意欲も高

く，高性能機械施設利用の生産方式

による集団栽培の営農モデ、ル地区と

しての条件が具備されている。

主な営農形態は，全面栽培のもち

米，麦， ¥，、くやさ，飼料作を組み合わ

せた田畑輪換体系のもとに，土地利

用車!農業のモデルとして大型機械化

一貫体系が確立し昭和43年にカン

トリーエレベーター，大型コンパイ

ン10台を熊本県で初めて導入し， 50 

年には，カントリーエレベーターの

附帯施設として， ドライストアー

(750 t貯留)を併設し，更に59年

にパラ出荷施設 (70t )と乾燥機を

増設 (17.5t x 3基〉し，土地利用

型高位営農生産の条件が整備され

7こ。

3.稲作のあゆみ

① 水稲作付面積等の推移

入植当時から48年までは， うるち

米を作什してきたが，湛水直播栽培

が主体で倒伏による収量品質低下の

問題や倒伏田でのコンパインの能力

低下による刈取の長期化で，麦の播

種遅延が問題となってきた。またも

ち米の需給がひっ迫して，売渡価格

がうるち米に比較してやや高かった
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表 2-3 作付面積と土地利用率の推移

ii'布衣~主 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 

夏
;]<稲 298ha 297ha 272ha 262ha 263h日 273h日 275h日 280ha 27911日 26111日 26111日

飼料作 12 17 71.4 82 74 71 70 65 70 42 35 

{i: 
その他 29 18 16.6 16 23 16 15 18 14 60 67 

言l'① 339 332 344 360 360 360 360 363 363 363 363 

%.、
し、 ~F. 128 130 147 138 127 136 133 142.5 145 165 204 

支 182 194 177 191 200 196 207 198.6 194 178 128 

{i: 
その他 17 20 21 31 33 28 20 21. 9 24 20 31 

首l'② 327 344 345 360 360 360 360 363 363 363 363 
合計(①+②) 666 676 689 720 720 720 720 726 726 726 726 

耕 J也TfrI積 360 360 360 360 360 360 360 363 363 363 363 
←1:地平IJJ.1JW 185% 188% 191% 200% 200% 200% 200% 200% 200% 200% 200% 

表 3-1 不知火干拓地区における水稲の作付面積等の推移

E尺 50年 52年 54 :q:: 55年 56年 57年 58年 59年 60 1ド

作 付 d百 m (ha) 305 297 262 263 273 275 283 

10 a当たり収録 (kg) 486 500 516: 458 510 507 466 523 489 

生 1!f 危(t ) 1 483 1 427 1533 1 245 1337 1334 1 271 l435 1 383 

等 (t) ... ... 950 752 1 073 1 120 1 271 1435 l383 
2 等(t ) ... ... 563 493 264 190 。。。
3 等 (t) ... .，. 19 。 。。。。。

表 3-2 不知火干拓地区における水稲の生産費 (59年〉

よ;------ごf 不知火干妬地区
熊}本 九 対1 全 I~ 

潜水倣鰭潟水土度中ial議

E主 iIi 費 1908 え008 1739 2. 216 2. 768 
肥 料 1雪 11085 11016 11 992 10.360 10.898 
農業薬剤費 25. 795 2ミ427 9.356 10.161 7.132 
光熱動力費 404 537 4.908 4.130 4.119 
諸材料費 4.906 2. 920 1134 1885 Z. 288 
土地改良水利!J'費 4.138 4.139 3. 991 4.171 広632
10 貸借料金・その他 16. 559 14. 177 4.260 7.523 8. 775 

建 減価償却費 3.606 486 2. 319 2. 979 主589
a 物 修.l!I!費 。 。 363 190 699 
費 3十 3. 606 486 2. 682 3.169 4.288 

当腹 減価償却費 11194 17. 475 32. 233 38目603 38. 777 

質質 修理資 6. 059 5.802 2.. 756 2.. 431 2.. 927 
:n 17.253 23. 277 34.989 41 034 41704 

fニ

9i I "革 月l 1733 。 1334 1130 990 
働家 族 5.706 9.900 43. 564 50.298 53.234 

りt't Jt 7.439 9.900 44.898 51428 5生224

費用合計 93. 093 91947 119.949 136. 077 141 828 
f主刷産物価書面 。 。 8. 057 S. 793 6.366 
第 1次生産者自 9旦093 91947 111 892 127.284 135.462 
資本利子 2.. 584 主233 5.677 6.995 7.569 
産地 代 3主588 38. 066 35. 692 31024 31066 
総費用合計 129.265 133. 246 161 318 174. 096 18且463

資第 2 次~ ~主資 129.265 133. 246 153. 261 165目303 174.097 
所得 125. 362 146. 419 93. 870 85.100 88. 283 

利 潤 8主 ~84 95.220 且937 A 3.217 A 3.586 
家族労働報酬 89. 190 11丘120 52. 501 47. 081 49.648 
労働報酬/8時間 66. 067 63. 955 7.460 丘215 7.195 
所得率(%) 8.9 64.0 55.1 49.8 49.9 

6hg0 第 l次生産費 10. 064 9.259 12. 714 14.715 14.964 
当rりこ m 2次生産 n 13. 975 13.414 17.415 19.111 19.232 
ijy 得 13. 553 14.745 10.666 9.838 9.754 

10 収 t孟 (kg) 555 596 528 519 543 
当a 車11 収 益 212.. 749 228. 466 170.255 170.879 176. 877 r 労働時間(時間) 10.8 14.4 58. 0 62. 2 56.5 

ρ以子
ザー 第三種郵便物認可 (3) 

こと等から49~50年に全量もち米栽

培に切り替えた。しかし品種が主

要21¥"1舶に限られ収穫，{WI受時期が

短JiJJvこ集仁IClLf-こことから， カントリ

ーエレベーターでの乾燥能力不足等

の問題が生じ， ドライストアー併設

との絡みで、再ひ‘全量うるち米に灰し

たが，昭和53年以降再び全量もち米

栽培に切替え，今日に至っている。

当地区の10a当たりの平均単収

は， 50年ごろまでは，県の平均より

低かったが，最近では，イグサ後の

I~~J(:}]水稲の作付があり，平均Ììむ!又を

;j:1T'し下げる要素をもつにもかかわら

ず， 59年現在 523kgで、あり県平均よ

りやや向く，また， "j¥Lt北町の平均と

比べても10kg前後は向くなってお

り， 63年産では 600kgの平均単収を

_1::げるまでになってきた。

② 低コス卜，省力稲作への取組み

稲作コスト低減については，単位当り生

産量の増大を図るとともに，いかに生産費

の節減につとめることができるかであろ

う。

当地区では， I生産意欲こそ最高の栽培

技術」を合言葉に1. 10アール当り収量

600kgの達成， 2. 歩留80%以上の良jiltI質

米の確保(①.有効茎歩合80%以上 ②. 

登熟歩合80%以上，③. もみすり歩合80%

以上)， 3. オール l等米の達成を生産目

標に稲作6，8，1運動として推進してい

るところで、ある。

生産費の低減で、は，資材費，農機具費，

労働費の軽減がし、いつくされているが，特

に農機具費と労働費は稲生産費の中で占め

る割合が高く，コスト低減の大きなネック

となっており，コスト低減上の今後の課題

となってきている。

表 3-2の水稲生産費は，当地区の平均

的数値で、はなく，努力目標の数値ではある

が， 10アール当たり第2次生産費(湛水土

壌仁|ごI直播)は， 59年現在133，246円であり，

県平均 153，261円と比較して13.1%低くな

っている。その内訳としては，特に労働費

が超省力化のために 9，900円(生産費全体

の7.4%)とかなり低く，また大規模経営
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での大型機械化一貫体系(大型トラクター，普通型コン 急務で、もあった。

パイン，その他高性能機械〉が確立していることもあ 昭和59年い草収穫則とかち合う中間追肥の省略をねら

り，農機具費は23，277円で全体の17.5%(県平均では， い元肥にLP複合B-40の展示圃を設置し，その結果が

34，989円，同22.8%) と低く，この雨経費が低コスト生 良好であったので，昭和60年実用化にふみきり，施肥基

産達成の大きな要因となっている。 準に採用した。

しかし今後更に，コスト低下を図るためには，施肥の その後，省力施肥，施肥体系改善のためLP複合肥料

合理化，農業薬剤費等生産資材費の低減を実現させなけ を用いた各種試験展示を設置しながら昭和63年度にL

ればならないo P複合444・E-80をJfJl、た元肥一発施肥を実用化に移

4.水稲におけるワンシヨヴト栽培へのプロセス してきた。

当地区は，熊本県の水稲もち生産量の約30%のシェア その経過と結果については次の通りである。

表 3-3 不知火干拓地区における水稲の栽培様式別10a当たり労働時間 ① 中間追肥省略と

(59年) LP複合444・D-60の効果

熊本県農業試験場作物部では，昭

和60年度から稲麦一貫体系における

安定栽培技術を確立するため，稲わ

ら及び麦わらを連年施用した現地の

圃場において，施肥量，施肥法を種

々の試験と組み合せて検討がなされ

よ¥ぐf 不 ~I 火干妬地区
熊本県平均

f幾械移網漏水倣矯浴水土液中直111

時ldJ H年IIlJ 時間 時間
本国緋起代かき 7.9 14 14 3.4 

樋 子 Cf 出 0.3 0.2 0.7 0.2 

帰 HI 0.5 0.7 0.4 12 

育 t包 4.8 3.6 

移 倒 7.2 6.5 

施 肥 4. 3 L 1 10 L 8 

除 2事 4. 1 0.8 0.4 0.5 

防 除 4.4 12 13 2. 8 

水 管 思 7‘8 L 3 L5 12 

収 償 115 3.6 0.9 3. 4 

.f'i 
5.2 

調

そ の 1也 3.2 0.5 

58.0 20.3 10. 8 H.4 
~~ 

(100.0% (33. 9%) (18.1%) (24， 4%) 

ている。

当地は，先に紹介したように稲麦

一貫体系が確立されており，表3-4

のように湛水直播栽培が定着してお

り生産性の高い稲作経営が行なわれ

ているが，技術的には，茎数確保に

重点がおかれ，肥培管理は多肥の傾

向があり，肥培管理の省力化ととも

に，良質安定多収のため，有効茎歩

合，登熟歩合向上への技術改善が課

題となっていた。農試の昭和60年度

の成績では，標準区 (F1)，減肥区 (F2)，に比較

し，緩効区 (F3)は，有効茎歩合が高く穂数が多くな

り， 1穂籾数も標準区に比べ4粒程度多いためば当り籾

数が多く，収量化も 2%高く最多収となり，収量性，省

1.1: 1. m水倣婦の「収f質jについては共同作業である.
2. rその他jの欄は.駐僻除小l，抑制等である.
3. .~多何11&ぴ似水上旬夜中自f需の fðlf.filc.は M助~貝を含む.

ーを占める「もち米団地」であるが，また全国生産量の

76%を占める日本ーのい草産地八代地方の一地区でもあ

る。水稲とい草は，作業競合する場面が多く，特にい草

の収穫と水稲の植付け，肥培管理は同一時期となり，競

合回避並びに水稲の生産性向 tのための施肥合理化は， 力施肥で効果をみることができた。

表 3-4 不知火干拓地区における水稲の栽培様式別作付面積の推移

551f- 561f- 57年 58王子 591ド 60il'- 6111'- 621V. 

i甚*散搭 84ha (3F16 ) 70ha〈27F6} 632h1z(( a24f} 6 69ha(25F6 ) 42lm 〈15fd〉 36lu(t13F0 ) 25IM (9F6 〉 19ha(7F6 ) 

令 j甚水土壌中直情 OO( 0) 13( 5) ( 12) 23 ( 8) 80( 29) 81( 29) 88 ( 32) 84 ( 32) 

機械移布!i 179 ( 66) 175( 67) 164 ( 62) 174 ( 64) 148 ( 54) 156( 56) 159 ( 57) 155 ( 59) 

手 布{( 9 ( 3) 4( 2) δ( 2) 7( 3) 5 ( 2) 8( 2) 7( 2) 3( 2) 

合 272(100) 262(100) 263 (100) 273 (100) 275 (100) 281 (100) 279 (100) 261 (100) 

小安後稲霊期水
湛水散播 84 ( 40) 70( 33) 62 ( 30) 69 ( 33) 42( 20) 36 ( 18) 25 ( 13) 19( 11) 

i甚水土壌中直播 O( 0) 13( 6) 31 ( 15) 23 ( 11) 80 ( 38) 81 ( 41) 88 ( 45) 84 ( 47) 

機械移植 126( 60) 127( 60) 117( 56) 118( 56) 88( 42) 82 ( 41) 81 ( 42) 75( 42) 

210(100) 210(100) 210(100) 210(100) 210(100) 199 (100) 194 (100) 178(100) 

fサイグ灸稿滞聞*-免百l 

機械移植 53 ( 85) 48 ( 92) 47 ( 89) 56( 89) 60( 92) 74( 90) 78( 92) 80( 96) 

手植 9( 15) 4( 8) 6( 11) 7( 11) 5 ( 8) 8 ( 10) 7 ( 8) 3{ 4) 

62(100) 52(100) 53 (100) 63(100) 65 (100) 82(100) 85 (100) 83 (100) 



平成元年4月1日 農 業 と 科 ~ι 
寸ー 第三種郵便物認可 (5) 

②湛水散播栽培におけるLP複合444・B-40の効果 とも稗長に差はなく倒伏はみられなかった。

湛水散播栽培における LP複合肥料の効果について 恥 1が，中間追肥にLP区の， No.2， No.3に比較し，

は，昭和61年度航空機(ヘリコプター〉利用による湛水 2.7....._，4倍の増肥を行ない茎数確保につとめたが， (全体

直播試験と合わせて行った。湛水散播栽培は，過繁茂生 的に有効歩合は低かったが)， No.2， No.3より劣り，m:

育による軟弱徒長での耐倒伏性に欠点を有するが， 3区 当り穂数も LP区のNo.2，No.3が43....._，54本多かった。

表 4-1 麦跡湛水直播栽培における合理的施肥法の確立現地試験成績(熊本県農業試験場作物部〉

(昭和60年度)

精玄米重同左比有効茎.!数 1! 収量構成要素
中間追肥穂首分化期穂 肥晩期草肥実肥

歩合 もみ数
(7月10日) (-30日) (-20日) (-8日) (+3日)

同/10a % % 本1m' (粒) m'当り籾数査熟歩合%千粒重g

Fl(標準) 5.0 2.8 2.8 2.8 - 13.4 547 100 58.8 499 72.0 35，9ω 74.8 21.3 

F2(減肥) 4.0 1.8 2.8 2.8 11.4 533 97 60.1 451 14.4-- 33，6ω 7&.6 21.9 

F3(緩効) 7.0(LPコート.D-60) 2.8 2.8 12.6 560 102 62.5 511 75.6 38，6ω 72.0 21.4 

①泌水土壌中凶:揺 ③111:試品稜ヒヨクモチ

②31まとも前作小女、実科全長還元 ④試験地熊本県八代郡竜北町・大字若洲

表 4-2 昭和61年度表跡湛水散播栽培(航空播種〉におけるLP複合肥料の効果

区分 窒素施肥量 (kg/10a) 成熟期の生育 有効茎 収量構成要素 精重玄量米比同友

元肥中間追肥穂肥 刻巴 言l' 伴長 穏長 穂数 l糊数歩合 宮支ι登熟歩合千粒重 (kg!10a) % 
cm cm 本1m'

No.l 6.0 8.7 6.7 1.6 23.0 76.1 18.4 543 68.5 50.4 36，100 67.8 22.7 561 100 

No.2 7.0 3.2 4.5 - 14.7 75.3 18.5 586 64.5 55:5 37，800 65.8 22.8 580 103 

No.3 6.9 2.2 5.5 - 14.6 76.7 18.2 597 68.2 63.840，700 68.4 22.6 618 110 

①No.2， No.3元肥にLP複合B-40を施用 ③供試品種ヒヨクモチ

②3区とも前作小麦、麦梓全量還元 ④試験地熊本県八代郡竜北町大字若洲

表 4-3 LPコートによる早期穂肥試験成績

窒素施用量 (kg/l0a)

中間追肥穂首分化期 穂肥 晩期穂肥 実肥
元肥 (7/上) (-35日) (-25日) (-8日) (+5日)計

対照区 7.0(LP複合.B-40) 一 2.8 
/r P全信A¥

LPコート70区 7.0 ¥正お日) 6.4-

誌Eト¥
成熟期の生育
梓長 穂長 穂数

cm cm 本1m'

対照 76.4 18.7 526 
No.l 
LPコート70 78.2 18.5 515 

S 61 
対照 74.4 18.4 488 

No.2 
LPコート70 74.1 18.4 494 

対照 70.0 19.5 .423 
No.l 
LPコート70 74.9 20.1 496 

S 62 
対照 73.1 17.9 508 

No.2 
LPコート70 74.5 18.5 566 

一一一

1.8 1.8 13.4 

13.4 

車且籾 精玄米

重量 重量
(kg/10a) (kg/10a) 

769 613 

776 627 

677 545 

731 590 

759 617 

826 663 

731 602 

902 714 

収量比千粒重
(%) g 

100 18.3 

102 18.7 

100 18.0 

108 19.8 

100 21. 9 

107 20.9 

100 22.1 

119 21.7 



(6 ) 第三種郵便物認可 農 業
-.. . . . . -.-司ー忌・-こ=ヶ 二ご 司F 司F 二--こヶ ーー ーー さご - 司.， . . . .“・~噌・~‘・・4司・...... ・~‘・-‘・・4司--吋・・~・齢. . -. . ・4・----‘・-司.... ‘・--除，司，_..・"‘・・4司........ ・~・除... ・-

収量性については， 1穂の籾数でNo.2がやや劣り， No. 

L No.3は差がなかったが，ぱ当りの穂数で最も多かっ

たNo.3が，ば“当り籾数も多く，最多収となった。

LP区のNo.2，No.3 は，収量比で、No.l に対し 2~10%

の増収となった。また，施用量においてLP区のNo.2，

No.3は， 36%の減肥をはかることができ，湛水散播栽培

でのコスト低減の可能性を確認することができた。

③ LPコートによる早期穂肥の施用効果

施肥省力化及び穂首分化期におけるLPコート施用の

効果について，昭和61~62年の 2 ヶ年間実証展示闘を説

置して確認を行ってきた。

試験の方法は，昭和60年から当地で施肥基準に採用し

ているLP複合B-40の施肥基準を対照区として，穂肥

以降の窒素施用量と同一量の窒素量を穂首分化期に施用

して，比較検討を行った。

昭和61年は，対照区に比較し， LPコート 70区が No.

1， No.2ともに収量比102%，108%と増収し，昭和62年

も同じく，収量比107%，119%と増収し， 2ヶ年ともに

良好な結果が得られた。

特に2年目の昭和62年には， LPコート70区で663kg 

と714kgの驚異的な収量を上げる好結果であった。

5.水稲におけるワンシヨ‘Y ト栽培への取組み

熊本県農業試験場作物部の麦跡湛水直播栽培における

麦稗のすき込みと播種様式現地試験の昭和61年度の成績

と 科 平成元年4月1日
A主4

寸一

では，収量性については表5-1のように穂数， もみ数の

多くなった緩効性肥料区のF2， F 3が多収となり，そ

の傾向はF3 (LPコート・ E80)の元肥のみの施用区

が顕著に現われ 664kgの最多収となっている。しかしF

2， F 3の緩効性肥料区は，初期生育が若干劣ったもの

の分けつ中期以降の生育は旺盛となり，有効茎歩合も高

く，最高茎数，穂数ともに多くなった。特にF3区でそ

の傾向が強く，やや過繁茂となり，更に，出穂，成熟期

が 5~6 日遅くなり，青未熟粒の発生により， くず米が

増加した。また，上位伸長，下位節間長，梓長ともに仲

びる傾向にあり，施肥量について検討課題が残った。

昭和62年度は， LPコート・ E80の施用量を 4kg/10 

a減肥して実施された。

最高茎数，穂数は，前年同様，初JWの生育はやや劣っ

たものの，分けつ中期からの生育が旺盛で、緩効性肥料を

利用したF2， F 3がともに多くなっている。

1穂籾数については，前年とは逆に緩効性肥料区が減

少する傾向がみられ，特にF3区にその傾向は強く現わ

れた。しかし，穂数は前年と同じく多くなる傾向にあり

ぱ当り籾数はF1と同程度であり，玄米収量は， F 3区

(L Pコート・ E-80)が登熟歩合も高く，千粒重もわ

ずかに重く最多収となっている。また，出穂，成熟遅延

もみられず， 3区の中でF312;:が， <ず米重量も一番少

なく，前年度の問題解消ができている。

麦 5-1 昭和61年度成績書 麦跡湛水直播栽培における麦稗のすき込みと播種様式現地試験

(熊本県農業試験場作物部)

窒素施用量(kg/10a) 成熟期の生育 有効茎 収量構成要素 精主米同左

中間追肥穂肥晩期穂肥計梓長穂長穂数 1穂、歩合 M当り 重量比
元肥 登熱歩合千粒重
(6L) (-21日)(ー7日) cm cm 本1m'籾数 % 籾数 (kg/lOa) % 

F1 5.0 2.8 2.33 1.87 12.0 75 18.2 447 71.7 56.2 32，000 79.0 22.6 575 100 

/LPコートL
F2 7.0(~~-:'I\') 2.33 1.87 11.2 77 18.0 493 73.7 61.236，30071.622.4 606 105 

¥ D-60 J 

F3 14.0 (LPコート・E-80) 14.0 79 17.9 569 74.3 65.1 42，300 72.4 22.4 664 115 

表 5-2 昭和62年度成績書

窒素施用量(kg/10a) 成熟期の生育 有効茎 収量構成要素 粕玄米 t同t1E 

元Jj巴 Ii(I6lm/追30肥) (秘8/1)l7巴)晩(9期/総18肥)計科長 秘c{m長本税;数m2 籾
1秘数歩合
% 

E

籾

12

当数り
ぞ且11m旦
% 登熟歩合千粒ill:(kg/l0a) 

F1 5.0 2.8 2.3 1.9 12.0 74 18.4 465 73.1 79.8 34，000 74.9 21.3 578 100 

F2 7.0 (日目印議;)2.3 1. 9 11.2 73 18.3 484 71.9 73.9 34，800 74.2 21.7 588 102 

F3 10.0 (LP複合E-80:140日夕イプ80%)10.0 75 18.1 535 64.1 76.3 34，300 79.6 22.0 600 104 

①湛水土壌"1:1直播 ③供試品種ヒヨクモチ

②3区とも前作小麦、麦科全量還元 ④試験地熊本県八代郡竜北町大字若掛|



LPコート・ E-80のワンショット施肥は 1穂籾数

は減少する傾向にあるが，穂、数は多く多収となり，ま

た， 1~3 回の追肥 (1二|コ問追肥，穂肥，晩期穂肥)の省

略が可能となることが判明した。

昭和62年度に実施した湛水散播栽培におけるLP複合

• E-80の実用化試験においては，昭和61年度のLP複

合・ B-40の効果確認試験11寺より， 4倍霊， 3倍重とも

に梓長は短かく，耐倒伏性が増大し，湛水散播栽培の欠

点を補う好結果が得られた。

また，湛水散播では，茎数過多による有効茎歩合，登

熟歩合低下の品質上の問題があるが， LP複合・ E-80

のワンショット施肥では，昭和61年度の試験と比較し，

いずれも優り，収量面においても， 4倍重， 3倍重とも

に，約600kgの単収を確保し，実用上の問題は，全く心

配ない結果が得られ，今後の普及への期待が膨らんだ。

麦跡湛水直播栽培における麦かんのすき込みと播種

様式試験

1. 目的

稲麦一貫栽培体系を確立するため，麦かんのすき込み

法と播種様式について検討するとともに，稲わら及び麦

かんを連年施用したほ場での施肥法について検討するO

2. 担当農家 坂口貞固

3. 試験研究方法

(1) 供試品種 ヒヨグモチ

(2) 耕起・代かき法 二軸

ロータリ・普通ロマタリ

(3) 播種法 歩行型点播・

乗用型条播

(4) 施肥法 (N・kg/a)

基肥 中間追肥

(6 L) 

0.28 

平成元年4月1日 農 業 と 科 学 第三種郵便物認可(7.) 

種子粉衣法:過酸化カノレシュウム乾燥籾同量粉衣

播種量:O. 3kg/ a 

試験担当機関熊本県農業試験場

協力機関八代農業改良普及所竜北農業協同組合

背負動力散粉機による水稲湛水散播栽培

1. 目的

航空機利用播種の対照区として，水稲の生育収量性並

びに経済性を調査するO

2. 担当農家 岡村淳一

3. 実証方法

(1) 供試品種 ヒヨグモチ

(2) 耕起・代かき法 普通ロー

タリ・播種前日

(3) 播種法 背負動力散粉機に

よる散播

(4) 施肥法 (N・kg/a)

基肥 中間追肥 穂肥

1. 00 

(l 場 ~I
←一一lOOm-→
一ーーーー一ー寸ー一一一一τ

(l場面積2ha

iA i41200m 
[1主|重
lベ iべ
iレ lレ
lツ;ツ
トiト

合計

1. 00 

小麦跡(麦かん全量還元)中粗粒グラ

(L~ コート
ト 80)(N14M14K20 凶
7 kg 

(5) ほ場条件

イ土砂壌土

(6) 耕種概要播種期:6月7日

使用ベレット:3培重及び4培重

播種量:O. 35kg/ a 

(乾燥籾 1:カルパ-A粉剤2又は3にタチガ)
レエース粉剤種子量の3%をくわえたもの / 

実施機関 熊本県農政部経営普及課

協力機関 八代農業改良普及所竜北農業協同組合

lま場図
←一一100m-一→

航空機利用による水稲湛水土中直播栽培実証

1. 目的

湛水土中直播栽培の超省力技術と

しての航空機利用播種について，実

用性及び地域適応性を検討する O

2. 実証委託者 農林水産航空協会

3. 担当農家 石原憲治

4. 実証方法

(1) 供試品種

合計

l. 20 

1. 12 

1. 00 

穂肥 晩穂

( -25日)(-12日)

0.23 0.19 

0(LPコートウ
D-60 ) 。(LPコート，)
E-80 } 

小麦跡(麦かん全量還元〉中粗粒グ

O. 19 

O. 50 

(5) ほ場条件

ライ土砂壌土

(6) 耕種概要播

F1 

F2 

F3 

ヒヨグモチ期:6月6日手重

(昭和62年度〉水稲湛水散播栽培におけるLP複合E-80の実用化試験表 5-3

熟

合

/
U

登
歩
。
一

需品対日

g

ヰ
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g
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o市
米

量

伽

」

1

九
μ

y
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均
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小
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十
W
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'
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時

茎
A
口

効

%
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少

成熟期生育

秤長穂長穂数

mcm 本1m'

73.9 19.0 

69.7 18.8 
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色
一
葉

口
U

ア

査一一一一致刷

調一
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一丈

m

一
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寸
C
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色
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一
葉

m
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m

月
一
草

C

6
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数

d

-
L
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-
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t
 

一
世
間
本

生

72.7 

82.8 

22.4 

22.0 

816 

806 

15.3 

18.3 

596 

599 

66.8 

61.2 

561 

463 

5.7 

5.2 

840 

756 

55.9 

52.1 

5.3 

5.3 

21.8 

22.0 

121 

184 

4倍重

3倍重
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(2) 耕起・代かき法普通ロータリ・播種前日

(3) 播種法 ヘリコプタ KH4 

供) 施肥法 (N・kg/a)

基肥 中間追肥 穂肥

O. 70 0.30 0.27 

(iFト)(抵) 間)

合計

1. 27 

7. 水稲ワンショ・y ト栽培の普及

当地における水稲向けのLPコート， LP複合肥料の

普及状況は，表 7-1のとおりで，当初の中間追肥省略

及び中間追肥，穂首分化期省略施肥の LP複合・ B-

40， LP複合・ D-60が普及面積では若干上回っている

が，昨年ワンショット栽培に取組まれた農家実績の波及

効果は大きく，口込みでの拡大が予想される。

(5) ほ場条件 小麦跡(麦かん全量還元)中粗粒グ これまでの各種試験展示の成績及び昨年実績をふまえ

ライ土砂壌土

(6) 耕種概要播種期:6月6日

使用ベレ γ ト:4培重ベレット

(乾燥籾 1カノレパーA粉剤3にタチガレエ)
ース粉剤種子量の3%をくわえたもの i

播種量:O. 32kg/ a 

実施機関 熊本県農政部経営普及課

協力機関八代農業改良普及所竜北農業協同組合

6. 水稲ワンショ・y ト栽培の成果

以上のように，昭和60年度LP複合・ B-40を施肥基

準に採用以来，被覆尿素を用いた各種の試験展示を繰返

し昭和63年度LP複合・ E-80による水稲ワンショット

施肥を普及に移した。

昭和63年産米におけるワンショット施肥された農家戸

数は表 6-1のとおり10戸で， 13.6haの使用面積であっ

た。

熊本県の昭和63年産米作況指数は，"108で良の作柄で

はあったが，当地でも 261.3 haの水稲作付面積で、平均単

収600kgの豊作で、あった。

中でもワンショット栽培農家の10a当り収量は，最低

で588kg，最高で702kg，平均651kgの高位安定生産が

確保されている。また，整粒歩合も80%以上の高品質米

・の達成もできている。

今後， ワンショット施肥は，省力かつ合理的施肥法とし

て積極的な推進を図ってゆきたい。

しかし昭和61年度の県農試の試験結果及び昨年から

取組まれたワンショット栽培農家の一部にもみられた過

表 7-1 当地における水稲向けLPコート， LP複合

肥料普及状況 (昭63年度〉

1.中間追肥省略施肥

施肥体系

基肥、穂首分化期、穂肥、晩期穂月巴
(;夫肥)の4-5匝l施肥

2. 中間追肥穂首分化期省略施肥

施肥体系

3.早期穂肥(穂首分化期)施肥

施肥体系

施肥体系

10 I全量基肥 1!f!1施肥

麦 6-1 昭和63年産水稲ワンショ・y卜栽培実績表
繁茂傾向は，土質，地力に合わせた

適正施肥量の把握が大事で、あるよう

に思われる。

生産者No. 使用面積乾燥籾重量実収量(玄米) 10a当り 整粒歩合 栽培様式
(a) (kg) (kg) 収量(kg) (%) 

No. 1 245 20，753 16，743 683 80.7 ゴ:中播種

2 145 12，555 10，182 702 81.1 j二q"l:tlff重
3 100 8，052 6，579 658 81.7 土中播種

4 80 6，769 5，534 692 81.8 土ql播種
5 85 7，135 5，834 686 81.8 土中播種

6 150 11，519 9，145 610 79.4 土中播種

7 195 15，262 12，216 626 80.0 土中播種

8 140 10，478 8，404 600 80.2 土中播種

9 150 12，094 9，760 651 80.7 土中搭種

10 70 5，040 4，115 588 81.6 土中播種

計 1，360 109，657 88，512 651 80.7 

今後更に生産性の高い稲づくりを

めざし， ワンショット施肥の省力施

肥とともに水稲，麦，い草に露地野

菜及び地力増進作物を加え，水稲→

い草→地力増進作物→麦・露地野菜

→水稲の田畑輪換体系の土地利用形

態を基本にして，地力増進作物，稲

ワラ，麦梓等の粗大有機物及び堆き

ゅう肥の投入を積極的にすすめ地力

増進をはかりながら良質米生産につ

とめ有機栽培「しらさぎもち」とし

てのブランドを確立してゆきたし、。


